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研究成果の概要 

 

本年度は、RIS の通信制御プロトコルの設計の課題である知能化と効率化に取り組んだ。QoE 

(Quality-of-Experience)というユーザ体感品質を一つの指標として着目し、限られた通信資源を最

大限に利用しつつ QoE を損なわない通信性能を実現するための RIS の制御方法を考案した。一

つは、ユーザの通信パターンは時間と相関があることを利用して、現在のユーザの通信要求を過

去の通信パターンから予測することで QoE を最大化した。具体的には、強化学習を用いて RIS を

制御するのに予測結果を使用した場合、未使用の場合と比較して QoE の値を最大で 2 倍向上さ

せることが検証実験によりわかった。この研究成果の一部は、国際会議の IEEE SmartCloud2023

にて発表した。 

また、テラヘルツ波を用いた VR システムにおいて RIS を活用する方法を提案した。テラヘルツ

波は直進性が強いため、通信範囲の拡張と受信信号の強化を目的として RIS を導入した。さらに

システムのリアルタイム性を担保するため、各ユーザの VR ヘッドセットへ送信する描画データを処

理するためのエッジサーバを配置した。QoE を最大化するために主観ファクタと客観ファクタを定

義し、主観ファクタで各ユーザの VR ヘッドセットを通して得られる画像の注目度を使用してレンダ

リングキャパシティの割当を行い、客観ファクタで RIS の位相や送信電力を制御することで各ユー

ザへの通信効率を最適化した。提案手法は、既存の方式と比較してエネルギー効率よく各ユーザ

の QoE の平均値を最大化させることができることが検証実験によりわかった。この研究成果の一部

は、国際学術論文誌の IEEE JSACにて発表した。 

また、本研究で得られた成果を応用した技術により共同研究も推進でき、それらは国際学術論

文誌の IEEE IoT Journalなどで発表している。 
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